
研修

番号
日程 時間 テーマ 研修内容の紹介 講師 開催方法 日衛単位

認定更新

研修

1

6月27日

NEW

糖尿病・

腎不全

10:00

～15:00

全身疾患の基礎と薬剤の基礎知識Ⅰ

心疾患、糖尿病・腎不全(人工透析）

心疾患、糖尿病・腎不全（人工透析）に関する病態と使用薬剤など

歯科衛生士が対応をするうえで必要な基礎知識を学びます。

地域の歯科医院にも様々な疾患を持った方が来院される時代です。

訪問に携わる歯科衛生士だけでなく、診療所勤務の方もぜひご参加ください!

松木里沙　歯科衛生士

石本多実　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

C-b-Ⅷ-C

2単位

A-a-Ⅰ-E

 2単位

2 7月4日
10:00

～15:00

全身疾患の基礎と薬剤の基礎知識Ⅱ

脳血管疾患と神経・筋変性疾患

脳血管疾患と神経・筋変性疾患に関する病態と進行過程や治療方法などを学び

歯科衛生士が対応をするうえで必要な基礎知識を学びます。

脳血管疾患と神経・筋変性疾患の違いを理解できるようになります。

多くの現場の歯科衛生士に受講してもらいたい研修です！

蟹江仁美　歯科衛生士

松永奈津希　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

C-c-Ⅲ-C

4単位

3
7月25日

NEW

10:00

～15:00

全身疾患の基礎と薬剤の基礎知識Ⅲ

アルツハイマー型、レビー小体型

前頭側頭型、脳血管型

認知症の病態や治療方法などの基礎知識から

認知症患者の対応方法について、実際の症例を提示しながら解説します。

臨床現場ですぐに使える知識を得ることができますよ！

渡邉理沙　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

C-c-Ⅲ-B

 2単位

C-c-Ⅷ-H

２単位

4 8月1日
10:00

～15:00

歯科衛生士が行う摂食嚥下障害の対応Ⅰ

”改めて”学ぶ摂食嚥下障害の基礎

摂食嚥下の解剖・生理やスクリーニング方法と訓練方法について

摂食嚥下について学ぶことが初めての方はもちろん、

摂食嚥下障害の患者に携わっている方も「復習」と「新たな知見」を

得られる研修です。今よりもっと知識が深まりますよ！

谷口裕重　先生

朝日大学歯学部口腔病態医療学講座

摂食嚥下リハビリテーション学分野

A-b-Ⅱ-A

A-b-Ⅱ-B

A-b-Ⅴ-A

A-b-Ⅴ-B

5
8月29日

NEW

10:00

～15:00

歯科衛生士も栄養に関する

基礎知識をもとう！

歯科衛生士が高齢な方に関わるうえで、栄養状態に配慮しながら

対応方法を検討することが必要です。

栄養状態を把握するための基礎をお話いただきます。

未定

Ａ-b-Ⅶ-Ａ

2単位

C-c-Ⅴ-C

２単位

6 9月12日
10:00

～15:00

歯科衛生士が行う摂食嚥下障害の対応Ⅱ

歯科衛生士も摂食嚥下の精密評価を

理解しよう!

毎年、大変人気の講義です!!

嚥下内視鏡や嚥下造影の画像を用いながら学ぶことができ、

歯科衛生士も精密検査を読み取るためのスキルを高められる内容です！

谷口裕重　先生

朝日大学歯学部口腔病態医療学講座

摂食嚥下リハビリテーション学分野

A-b-Ⅳ-A

4単位
☆

7 10月17日
10:00

～15:00

がん患者に対する歯科衛生士の対応Ⅰ

あらゆる病期のがんへの対応方法

がん治療期の支持療法や在宅を想定した終末期の対応について学びます。

家族への対応や多職種連携を含め、病院勤務の歯科衛生士に講義いただきます。

昨年より時間数が増え、がん患者への対応をより深く学ぶことができますよ！

松田悠平　歯科衛生士

島根大学医学部歯科口腔外科学講座

C-b-Ⅰ-A

2単位

C-b-Ⅴ-B

 2単位

生活機能、介護度に関する

評価の知識を持とう！

医療保険、介護保険について

要介護認定となるまでの過程や、評価方法等を知ることができます。

主に在宅診療を想定して、医療保険と介護保険について解説していただきます。

小林由紀子　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

C-c-Ⅰ-C

C-c-Ⅸ-A

ミールラウンドでの歯科衛生士の役割

口腔機能の評価と食事観察の方法

ミールラウンドによる歯科衛生士の役割について理解し、

口腔機能や食事摂取の場面を広い視野で観察し評価する方法を学びます。

渡邉理沙　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

C-c-Ⅴ-A

C-c-Ⅹ-C
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8
10月24日

NEW

オンライン

10:00

～15:00



研修

番号
日程 時間 テーマ 研修内容の紹介 講師 開催方法 日衛単位

認定更新

研修

9
11月7日 10:00

～15:00

歯科衛生士が行う摂食嚥下障害の対応Ⅲ

神経・筋変性疾患と脳血管疾患の

摂食嚥下障害

神経筋変性疾患と脳血管疾患の摂食嚥下障害それぞれの症例から、

アセスメント方法や介入計画へ反映させる内容のポイントなど、

病態別の対応の違いをお話いただきます。

摂食嚥下障害患者に関わる歯科衛生士にとっては重要な知識です！

未定

A-ｂ-Ⅲ-B

２単位

A-b-Ⅰ-E

2単位

☆

10 11月28日
10:00

～15:00

がん患者に対する歯科衛生士の対応Ⅱ

症例から学ぶがん患者への対応

がん治療中の患者に対する歯科衛生士の対応方法を病院勤務の歯科衛生士に、

終末期の患者に対する歯科衛生士の対応を在宅訪問に携わる歯科衛生士に

講義いただきます。

木村菜摘　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

合掌かおり　歯科衛生士

医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック

C-ｂ-Ⅰ-G

2単位

C-c-Ⅷ-F

２単位

11 12月12日
10:00

～15:00

歯科衛生士が行うリスク管理Ⅰ

呼吸器の基礎知識と肺理学について

呼吸器の基礎知識を喀痰吸引実施者の要件に沿った内容でお話いただきます。

診療中の配慮やリスク管理にも呼吸の知識を学ぶことは大切ですよ。

渡邉理沙　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

C-c-Ⅵ-B

２単位

A-b-Ⅵ-B

２単位

12 12月19日
10:00

～15:00

歯科衛生士が行うリスク管理Ⅱ

実習付き

※リスク管理Ⅰの受講が必須です

日常臨床では、リスクを回避する目的で咽頭や気切からの喀痰吸引の実施が

必要な場面に遭遇することもあるため、どのような患者にどのような場合に

実施が必要なのかを学びます。

また、歯科衛生士の吸引実施に関する法的根拠を理解したうえで、

肺理学療法や吸引手技を実習形式で行います。

※本研修は「歯科衛生士が行うリスク管理Ⅰ」の受講が必須です。

渡邉理沙　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

集合型

(定員制）

C-a-Ⅲ-F

4単位
☆

13
1月10日 10:00

～15:00

小児・障害児に関する

基礎知識と対応方法

先天性の疾患や障害の病態や発達機能について講義いただきます。

医療的ケア児を含めた患児の評価方法について理解し、

実際の介入例を提示していただきながら具体的な対応を学びます。

加藤篤　先生

愛知県医療療育センター中央病院　歯科部

田中恵　歯科衛生士

愛知県歯科衛生士会

A-b-Ⅰ-B

A-b-Ⅲ-A

A-b-Ⅵ-D

2単位

14
1月16日

NEW

10:00

～15:00
口腔外科領域の基礎知識を学ぼう！

インプラント、粘膜疾患、顎関節、採血データの読み方、画像読影など

口腔外科全般を講義してもらいます。

診療所勤務の歯科衛生士の方もぜひ参加してください!

小林義和　先生

藤田医科大学医学部

歯科・口腔外科学講座

A-a-Ⅱ-D

2単位

A-a-Ⅴ-C

2単位

オンライン

オンライン

2021年度の研修会について、確定、変更した情報は、愛知県歯科衛生士会のHP(http://aichi-shika.com)に更新されます。

☆マークがついている研修会は認定更新研修を予定しています。

12月19 日「歯科衛生士が行うリスク管理Ⅱ」を受講希望の方は12月12日「歯科衛生士が行うリスク管理Ⅰ」の受講が必須なため2日間の受講となります。

ご不明な点、お問い合わせは愛知県歯科衛生士会事務局までご連絡ください。

TEL 052-962-9171　FAX 052-962-9172

E-mail：adha@cronos.ocn.ne.jp　URL：http://aichi-shika.com

～２～


